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JFCCへの大いなる期待

経済産業省　中部経済産業局長
加藤　洋一

　産学官の新しいプラットフォームの形成、それこそが今求められている大きな課題で
はないでしょうか。失われた10年とも、20年とも言われる中、新しい産業軸の模索が始まっ
て久しいわけですが、産業ビジョンや制度設計だけが先走りしても効果は期待できませ
ん。また、企業単位で取り組むにはリスクや不確実性を除去しきれず、待ったなしの対応
とはならないでしょう。

　中部経済産業局は、国全体の成長戦略とあい呼応する形で、『中部経済産業局八ヶ岳構
造創出戦略』を推進しています。これは、従来の自動車に多くを依存する産業構造から、
航空機や次世代住宅など多様な産業軸を持つ構造へと転換し、そのことによって、我が
国国内への雇用や投資を積極的に誘発しようとするものです。もちろん、自動車産業自
体も技術の変化に呼応した新しい次世代型自動車産業へと進化することが課題の一つ
ととらえています。

　ただ、新しい市場や産業構造は、高度経済成長期のような“予見可能性”の高いもので
はなく、いくつかの選択肢の中から、時々の時代背景を経て、原則的にマーケットによっ
て選択されていくものです。したがいまして、関係する種々の機関が相互連携をするこ
とで、選択肢の範囲や内容などについて共通認識を醸成するとともに、“市場主権者”た
る消費者が合理的な選択ができるよう、その選択肢を“可視化”していくことが求められ
ます。

　ＪＦＣＣの役割は、材料技術開発の側面から、そうした選択肢が合理的に可視化され
るために必要な技術シーズと市場ニーズとのマッチングのための研究基盤を形成する
ことと言えましょう。

　産業革命は、いくつかの革命が折り重なって形成されました。その一つにエネルギー
革命とも言うべき変革が含まれます。木炭エネルギーから石炭エネルギーへの転換も技
術が森林資源の枯渇という資源制約下で開花したものです。現在もまた、多くの資源制
約下におかれています。その中から時代を切り開く新しい技術が“開拓”されていくこと
になります。

　セラミックスは、自動車、航空機、住宅、医療・福祉などなど大変応用範囲の広い、社会
生活へのインパクトの強い材料技術と思います。材料ゲノムの解析など最先端の研究に
も熱い視線が注がれています。

　ＪＦＣＣが新しい時代を切り開く盟主として、一層ご活躍されますことを心より祈念
申し上げます。
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中長期計画中長期計画

第5次中長期経営計画

［ 経営方針 ］

　（１）社会的価値向上のための公益事業を積極的に実施する
　（２）材料技術・ナノ構造解析を通じて産業界へ貢献する
　（３）研究・試験評価分野におけるオンリー・ワン機関を目指す
　（４）バランスのとれた安定経営基盤を目指す
　（５）人材と組織の活性化により組織総合力を発揮する

　（１）競争力の高い研究分野および試験評価分野の強化

　　Ａ．研究分野
　　　　ａ．電子顕微鏡観察技術　　ｂ．ナノシミュレーション
　　　　ｃ．プロセス・材料開発　　ｄ．信頼性評価

　（２）「応用研究」領域における強化

　　　　ａ．電池技術分野　　ｂ．機能性材料分野　　
　　　　ｃ．省エネ分野　　　ｄ．厚膜コーティング分野

　　Ｂ．試験評価分野
　　　　ａ．機械特性　　ｂ．プロセス　　ｃ．熱的特性　　ｄ．電磁気特性

［ 事業計画 ］

◇　「先端技術育成研究、国受託研究」と「民間受託・共同開発事業」を車の両輪とし、
　　ファインセラミックスを主とした材料研究機関のCOEを目指す 
◇　出口となる産業分野を念頭においた研究開発を推進する
◇　基盤研究の成果を着実に実用化に結びつけるための研究開発を推進する
◇　民間の共通技術シーズを発掘し、国ＰＪ研究開発に展開する

［ 人事計画 ］

◇　研究分野の再編および受託環境の変化に柔軟に対応でき、かつ、基礎から応用分野まで効果的に対応
　　できる研究力を確保する 
◇　人事諸制度の見直しを行い、職員の頑張りや努力に対して、職員にとって報われた実感が得やすく、
　　また、モチベーションの向上に繋がる制度とし、職員のやりがいに繋げる環境を整備する

［ 設備計画 ］

◇　履歴管理・計画保全による余寿命の延長努力と将来の研究・試験評価分野に沿って戦略的に導入する　
◇　建物基幹設備の計画的保守・更新、安全・環境対策を優先に対応する
◇　低稼働・遊休設備の処置と研究スペースを再編する

［ 経営業績目標 ］

◇　収益改善により、公益目的事業を継続実施しつつ、法人全体として収支差±０以上の収益を目指す
◇　収入目標（最終年度）
　　　　国受託：５億円　　民間受託：５億円　　試験評価：３億円
◇　原価・コスト意識を高め収益性の向上に繋げる
◇　強化・拡大分野へ「メリハリ」ある人材・設備を投資する
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運営方針運営方針

平成23年度　事業方針

Ⅰ．研究開発事業

　本年度は、第5次中長期経営計画の初年度として、一般財団法人（非営利型）への移行申請を行い政府より認可される
ことを目指すとともに、新法人への移行後も財団収支の健全性を維持できるよう「経営体質の強化」を図りつつ、研究
活動を一層深化・発展させることにより、産業・社会発展に対し継続的に寄与・貢献していく。

　昨年度から取り組みはじめた（１）テーマ毎の支出に「目標値」を設け収益性向上を図る、（２）固定費の削減、及び（３）
営業基盤の強化による多角的な収入の維持・拡大策の三位一体の収支改善対策を継続実施して、強靱な体質作りを推
進し、今後とも最先端研究機関としてＣＯＥ（センター・オブ・エクセレンス）を目指し、技術の振興、社会の発展に寄与
していく。
　以下、項目毎には次のように実施する。

　時代的・社会的要請に即した研究を実施し、その成果をもって社会、産業への貢献を図るため、「選択と集中」による
研究分野のメリハリのある再構築に留意しつつファインセラミックスを主とした材料に係わる研究開発事業を行う。
研究で得られた成果は研究成果発表会、学会活動などを通じて広く公開・普及していく。

1． 先端技術育成研究
　公益事業の重要な活動として、公益性の高いテーマについて確実かつ定常的に実行することとし、研究員費及び研
究経費0.5億円を目安に実施する。
　ＪＦＣＣの将来の研究の柱になり、独創的発想を重視した基礎的・先行的な研究テーマについて、新規研究分野の創
成、人材育成、新規国・民間プロジェクトへの発展と社会への貢献を念頭に置きつつテーマを企画し、新規分野への参
入を積極的に推進する。

2． 国等からの研究受託
　国プロジェクトについては、「応用研究」領域における新たな大型プロジェクトとして平成22年度までに獲得した
継続テーマについて、引き続き研究開発を進め、有用な技術開発成果を得て、グリーン・イノベーション、ライフ・イノ
ベーションを通じた社会貢献ができるように努める。
　新規受託獲得については、国の各種研究開発制度の特色に合わせて戦略的対応を進めるが、新たに政策当局からは
イノベーションの促進策や技術研究組合の活用方針が強く出されていることに留意して、企業、関係機関との密接な
連携を強め、政策的な技術開発ロードマップに即しながら提案活動に取り組み、平成24年度以降の大型プロジェクト
の獲得へ向け積極的に活動を進める。
　本年度は、継続テーマをベースとして更に新規テーマの獲得を図り、年間5億円以上の獲得を目標とする。新規大型
テーマの獲得に向け、高い技術シーズを活用した国プロ提案活動を積極的に行うなど最大限拡大する。また、地域ネッ
トワークを活用した中部地域プロジェクトの提案及び立ち上げに向けて努力する。
　予算的には、ＮＥＤＯ等の方針に留意しつつ、再委託額を減じたＪＦＣＣ正味の額を最大限とする計画とする。また、
テーマの予算管理のために目標値を定め、予算の有効活用に努める。

Ⅱ．研究技術普及啓発事業

　定期刊行物の発行、シンポジウム・講演会の開催、マスメディア広報等を通じ、研究成果及び技術情報の普及を幅広
く行う。
　公益事業の重要な活動として、平成22年度並みの事業規模とする。

Ⅲ．中小企業技術支援事業

　関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談や人材育成を実施していくとともに公的資金による共同研究等を通じ、
中小企業の振興に資する。
　公益事業の重要な活動として、平成22年度並みの事業規模とする。

Ⅳ．国際交流事業

　海外の機関、研究者との各種の交流を通じて連携を深め、ＪＦＣＣがファインセラミックスを主とする材料の研究
開発機関であるとともに先端的な微構造解析技術等を有するナノテク研究拠点でもあることについて国際的知名度
を高めていく。
　公益事業の重要な活動として、平成22年度並みの事業規模とする。 



Japan Fine Ceramics Center

4

運営方針運営方針

Ⅴ．民間受託・共同開発事業

　民間の個別要望に直接応え産業界へ貢献する重要な事業であるとともにＪＦＣＣの健全な経営にとって重要な収
入源であり、収支改善を図るため、より積極的に推進する。
　年間4.5億円以上の獲得を目標として、ＪＦＣＣの蓄積された研究成果を活用することにより全所的に一層のシー
ズＰＲとニーズ把握に努め、具体的な「魅力あるソリューション提案」を行い、受託獲得を増加する。また、「より高い研
究成果」の提供により継続利用及び高付加価値化を図る。更なるテーマ拡大のため、引き続き委託者との共同でのテー
マ発掘に努力するとともに、大学等他機関とも適宜連携し共同提案の形も検討する。また、研究開発のスピードを向上
させ、タイムリーに研究成果を出していくことで企業とのより高い信頼関係を構築する。また、オープンラボの利用促
進を積極的に図る。
　収益性確保に向けては、テーマ毎に別途定める目標値を目途に獲得するよう努力する。

Ⅵ．試験評価受託事業

　新規受注エリアの拡大及び積極的な受注活動に努力し、さらに、企業からの受託研究への重要な足掛かりと位置づ
け、積極的に委託者の要望に応えつつより研究的な要素を加え、新たなかつ高精度の評価法を提案するなど高付加価
値化に努める。収益を確保する事業として、1.9億円以上の獲得を目指して最大限努力する。また、中長期経営計画最終
年度の施設・機器貸出事業を合わせた年間収入目標3.0億円の獲得に向け重点分野を検討し強化策を実施する。
　収益性確保に向けては、別途目標値を定め努力する。

Ⅷ．広告・宣伝事業

　ホームページ、マスメディア、国際セラミックス総合展をはじめとした各種展示会等の様々な手段を積極的に活用
し、幅広く成果普及・広報を行い、受託獲得に繋げる。特に、中長期経営計画目標達成のために、営業活動の強化を図る。
具体策としては、ＪＦＣＣの研究成果の周知と利用機会拡大のための技術交流会及び見学会の開催数を増加しニーズ・
シーズのマッチングの機会を増やすこと等により、新規顧客の獲得、リピーターの拡大に努め、民間受託・共同開発事
業、試験評価受託事業及び施設・機器貸出事業の拡大に繋げる。

Ⅹ．人事計画

　個々人の役割を分かりやすくするとともに、人材の滞留化を防止する仕組みを整備し、また、評価制度や諸手当につ
いて、職員への透明性を高めるとともに、より達成感が味わえる仕組みに見直すことに着手する。
　中長期経営計画に基づき、重点分野毎に内部配置転換、即戦力となる人員の雇用、若手研究員の養成等の多面的な検
討を行っていく。

ⅩⅠ．支出計画等

　収益性の改善、固定費の削減及びメリハリのある投資計画について、継続的に実施し安定経営に繋げる。

（１） 収益性改善
　収益性の改善では、別途「目標値」を定めて、個別テーマ毎にＰＤＣＡを回しきめ細かに支出状況の妥当性をフォロー
し、収益性の改善・定着を図る。

（２） 固定費の削減
　人件費関係ついては、平成22年度に引き続き見直しを続けるが、将来を見据えた戦略分野の強化については計画性
をもって行う。管理経費については、削減後の平成22年度並の金額を維持する。

（３） 投資計画
　設備について、競争力強化のため戦略分野に関する基盤的設備について、計画性をもって整備する。
　要員については、人事計画に従い、即戦力となる人員の雇用等を計画的に行う。

Ⅶ．施設・機器貸出事業

　試験評価受託事業と同様に、試験研究設備の貸出について、新規受注エリアの拡大及び積極的な受注活動に努力し、
0.2億円以上の獲得を目標とする。

Ⅸ．標準物質頒布事業

　産業界での技術基盤となる標準物質を継続頒布する。ＰＲ活動とともに関係機関との連携を深め、1.1億円の収入を
目指す。
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事業報告事業報告

理事会及び評議員会の開催

　3月24日、第51回評議員会及び第52回理事会を開催しました。
　第5次中長期経営計画、平成２３年度事業計画・収支予算、役員の交代、新法人移行後の役員等の議案について承認さ
れました。

○第５１回評議員会

　日　時　平成23年3月24日（木） １４：００～１５：００
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．理事の選任及び退任について
　　　　［審議事項］
　　　　　１．第5次中長期経営計画について
　　　　　２．平成23年度事業計画及び収支予算について
　　　　　３．評議員選定委員会の委員の選任について
　　　　　４．新法人移行後の最初の評議員候補者の推薦について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．役付理事の互選について
　　　　　２．評議員の委嘱及び委嘱解除について
　　　　　３．新法人への移行準備状況について

○第５２回理事会

　日　時　平成23年3月24日（木） １５：３０～１６：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．役付理事の互選について
　　　　　２．評議員の委嘱及び委嘱解除について
　　　　　３．第5次中長期経営計画について
　　　　　４．平成23年度事業計画及び収支予算について
　　　　　５．評議員選定委員会の委員の選任につい
　　　　　６．新法人移行後の最初の評議員候補者の推薦について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．新法人への移行準備状況について
　　　　　２．理事の選任及び退任について

1．理事の選任及び退任

副会長

副会長

理　事

理　事

名古屋市 副市長

名古屋商工会議所 会頭

東海旅客鉄道株式会社 代表取締役副社長

社団法人日本鉄鋼連盟 会長

［役職］

住田　代一

高橋　治朗

野田　豊範

林田　英治

［退任］

大西　　聰

岡田　邦彦

松本　正之

宗岡　正二

［新任］

2．評議員の委嘱及び委嘱解除

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

株式会社トーエネック 代表取締役 専務取締役

名古屋鉄道株式会社 常務取締役

古河電気工業株式会社　横浜研究所長

三菱化学株式会社 開発研究所 グループマネージャー

株式会社トクヤマ 取締役 研究開発部門長

［役職］

桂川　　篤

佐々　嘉則

清水　健男

浜名　良三

升野　勝之

［退任］

宮原　義尚

安藤　和史

柳川　久治

勅使河原力

倉元　信行
（7/7ご逝去）

［新任］
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事業報告事業報告

第19回経営委員会の開催

　3月の評議員会・理事会への提案に先立って第5次中長期経営計画、平成23年度事業計画・収支予算などについて、ご
審議、ご意見をいただく委員会を開催しました。また、委員会の開催前には「収差補正走査透過電子顕微鏡」等のナノ構
造研究所研究設備の見学会を行いました。

第32回中小企業振興委員会の開催

　平成23年2月7日（月）15：30～17：30　第32回中小企業振興委員会を開催し
ました。議案は3件で、内容はおおよそ次のとおりです。
　議題1「新法人への移行について」では「非営利型一般法人」への移行計画に
ついて報告しました。
　議題2「中小企業振興事業について」では、当センターの地域イノベーション
創出研究開発事業、戦略的基盤技術高度化支援事業（通称：サポイン）等の事業
における平成21年度および22年度の実施状況、平成23年度実施計画について
報告しました。また、各委員からは所属する公設試、地域ファインセラミックス
関連団体等の活動状況を報告いただきました。
　議題3「中小企業振興事業の行政説明について」では、中部経済産業局 産業部 
岡本正弘 製造産業課長より、「ものづくり基盤技術の高度化支援」について、「平
成23年度経済産業省予算概要等」についての説明がなされました。
　尚、新法人への移行に伴い本委員会は今回が最終回になります。委員およびアドバイザー各位のこれまでのご支援・
ご協力に感謝し、委員会終了後に懇親会を開催して終了しました。

委員のみなさまから貴重なご意見をいただき、今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

日時：平成23年2月21日（月） １５：３０～１７：３０
場所：ＪＦＣＣ研修室
議事：１．新法人への移行準備状況について
　　　２．第５次中長期経営計画について
　　　３．平成２３年度事業計画・収支予算について

nano tech 2011(国際ナノテクノロジー総合展・技術展)に出展

　2月16日(水)～18日(金)、東京ビッグサイトで開催された
nano tech 2011に出展いたしました。
経済状況も多少持ち直したせいか、昨年より4千人強の増
で4万6千人の来場者がありました。
今回は分かりやすく、人目を引くことを考慮してJFCCの紹
介、研究・技術シーズの紹介のポスターを13枚と2点のサン
プルを展示しました。
　ＪＦＣＣブースへの来場者も多く、特徴のある材料プロ
セス関係に興味を持っていただき、多くの資料を提供しま
した。NEDOブースには時流に合った｢マルチセラミックス
膜新断熱材料の開発｣を始め、新規を含めて4プロジェクト
の成果が展示され来場者の大きな興味を引いていました。
今後も、本展示会等を通じてJFCCの認知促進活動を推進し
ていきたいと考えます。

研究所ニュース研究所ニュース
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第4回ナノ構造研究所講演会を開催いたしました

　1月31日（月）にJFCCにおいて、「電池開発に貢献する電子顕微鏡と理論計算」をテーマに、第４回ナノ構造研究所講
演会を開催いたしました。東京工業大学の菅野了次教授に講演タイトル「二次電池革新のための新規材料技術」で特別
講演をお願いし、幾原雄一、平山司、田中功がナノ構造研究所で行った成果を中心に講演を行いました。また、今回、コー
ヒーブレイクと併せて、ＪＦＣＣ所内で遂行する個別の研究について、7件のポスター発表を行いました。講演会の参
加者数は、中部地区の企業の研究者を中心に83名でありました。講演会では，リチウムイオン電池開発の現状と将来
の方向性、電池開発のために行った最新の電子顕微鏡観察例および理論計算による解析例の報告があり、今後これら
の技術がどのように電池開発に貢献するかについて議論されました。

挨拶

特別講演 「二次電池革新のための新規材料技術」 東京工業大学 総合理工学研究科　教授　菅野　了次 氏

講演 「STEMによる軽元素の直視と電池材料」 ナノ構造研究所　主管研究員　幾原　雄一（東大教授）

講演 「電子線ホログラフィーによるリチウムイオン分布のその場解析」 ナノ構造研究所　所長代理　平山　司

講演 「第一原理計算のリチウムイオン電池研究への応用」 ナノ構造研究所　主管研究員　田中　功（京大教授）

菅野先生のご講演 ポスター発表の様子

7

研究所ニュース研究所ニュース
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○　中国科学院
　　中国科学院外国人研究者功績賞
　　受賞日　　　平成２３年１月１０日
　　受賞者　　　種村　榮
　　受賞理由　　中国科学院広州エネルギー研究所の特別招聘
　　　　　　　　首席教授として、中国の研究員と学生に対し、
　　　　　　　　指導や講義、技術交流を行い中国国家に貢献

○　アレキサンダー・フォン・フンボルト財団
　　２０１０年度フンボルト賞
　　受賞日　　　平成２３年３月２４日－２７日
　　受賞者　　　幾原　雄一（客員主管研究員）
　　受賞題目　　材料界面の超微細構造と物性に関する研究

○　社団法人日本ファインセラミックス協会
　　エクセレントプレゼンテーション賞
　　受賞日　　　平成２３年１月２４日
　　受賞者　　　奥原　芳樹
　　受賞理由　　第２５回日本ファインセラミックス協会テクノフェスタオーラル・
　　　　　　　　ポスターセッションにおいて新技術・新製品の普及促進のための
　　　　　　　　他の模範となる明解かつ魅力あふれるプレゼンテーションをした。

表　彰
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ＪＦＣＣニュース第１０１号　　発行日　２０１１年４月１日
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2011年度研究成果発表会（第23回）開催のお知らせ

　2011年度も「研究成果発表会」を下記の日時で東京と名古屋で開催いたします。具体的な内容やスケジュールは、5月頃お知らせ
できる予定です。ＪＦＣＣメールマガジンにご登録いただければ、最新の情報をお知らせいたします。ご登録はＪＦＣＣホームペー
ジをご覧ください。多くの皆様方のご参加をお待ちしております。なお、参加は無料です。

謹んで災害のお見舞いを申し上げます
　このたびの東日本大震災により被災されました皆様に対しまして、心からのお見舞いを申し上げます。
また、一日も早く復旧されることをお祈り申し上げます。

財団法人　ファインセラミックスセンター

○ 名古屋会場
　 日時　2011年7月15日（金） 13：00～
　 場所　愛知県産業労働センター　ウインクあいち　
　　　　 〒450-0002 名古屋市中村区名駅4丁目4-38
　　　　 TEL 052-571-6131
　　　　 http://www.winc-aichi.jp/access/

○ 東京会場
　 日時　2011年7月8日（金） 13：00～
　 場所　東京大学 武田先端知ビル5Ｆ 「武田ホール」
　　　　 〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1（事務局）
　　　　 TEL 03-3812-2111(代表)　
　　　　 http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html

JR･地下鉄･名鉄･近鉄「名古屋駅」下車徒歩約2分

地下鉄　千代田線「根津駅」下車 1番出口徒歩5分
　　　　南北線　「東大前駅」下車 1番出口徒歩10分
　　　　丸の内・大江戸線「本郷三丁目駅」下車 徒歩25分

事業案内事業案内

１２月３１日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　研究員

　出向元復帰
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　研究員

２月２８日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　研究員

Wiff Verdugo Juan Paulo

橋本　敏夫

釘宮　一真

人の動き


